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【話題の研究】
誰もがいつまでも安心して
暮らせる福祉のまちづくり

【シリーズ】テクノロジーの世界
環境に優しいクリーンな
エネルギー変換 ― 熱電変換

【学びを支える―大学教育支援機構】
大学こそ人間形成の場！
より充実した学生生活を送るために

【Student’s VOICE】

鳥大生が語る
大阪府出身編

【社会貢献】

農学部設立以来、構築してきた
信頼関係が、地域との絆を紡ぐ

【大学の動き】

オープンキャンパスを開催 ほか

乾燥地研究センター
世界につながる研究拠点



究
発
表
会
に
は
近
年
、
1
2
0
名
を
上
回

る
参
加
者
が
あ
り
、
活
発
な
討
論
が
な
さ

れ
ま
す
。

世
界
と
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

乾
燥
地
の
複
雑
な
問
題
を
研
究
す
る
た

め
に
は
、
世
界
の
研
究
機
関
と
の
協
力
関

係
が
必
要
で
す
。
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、ア
メ
リ
カ
の
砂
漠
研
究
所（
Ｄ
Ｒ
Ｉ
）

お
よ
び
レ
バ
ノ
ン
等
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

に
あ
る
国
連
機
関
の
国
際
乾
燥
地
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー（ICA

RD
A

）と
連
携
し
て
い

ま
す
。Ｄ
Ｒ
Ｉ
は
世
界
の
乾
燥
地
研
究
所

セ
ン
タ
ー
の
使
命

乾
燥
地
に
は
世
界
の
三
人
に
一
人
が
暮

ら
し
、
そ
の
多
く
が
栄
養
不
足
、
病
気
、

貧
困
と
い
っ
た
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
乾
燥
地
は
地
球
の
気
候
変
動
の
影
響

を
最
も
受
け
や
す
い
地
域
で
あ
り
、
そ
の

生
活
は
常
に
不
安
定
で
す
。

乾
燥
地
に
起
こ
る
砂
漠
化
や
干
ば
つ
な

ど
の
問
題
は
、
乾
燥
地
の
な
い
日
本
に

と
っ
て
も
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近

年
、
毎
年
の
よ
う
に
干
ば
つ
が
世
界
の
ど

こ
か
で
発
生
し
、こ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、

穀
物
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
コ
ム

ギ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
大
量
に
輸
入
す
る

日
本
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
で
す
。
ま

た
、
黄
砂
の
よ
う
に
、
中
国
や
モ
ン
ゴ
ル

の
砂
漠
か
ら
飛
来
し
た
砂
の
微
粒
子
が
直

接
、
私
達
の
生
活
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

鳥
取
大
学
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

乾
燥
地
に
係
わ
る
問
題
を
解
明
し
、
人
と

自
然
の
持
続
性
の
維
持
・
向
上
に
資
す
る

研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
若

手
研
究
者
の
人
材
育
成
、
国
際
学
術
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
る
研
究
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
拡
大
、
耐
乾
性
植
物
等
の

を
統
括
し
、ICA

RD
A

は
ア
ジ
ア
、
北
ア

フ
リ
カ
地
域
の
乾
燥
地
農
業
研
究
所
を
結

ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。乾

燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
は
国
内
の
乾
燥
地
科

学
の
拠
点
と
し
て
、
国
内
の
研
究
を
海
外

と
つ
な
げ
る
役
目
を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
、

世
界
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
多
く
の
教
員
と
学
生
が
外
国

の
乾
燥
地
で
研
究
を
行
い
、
す
ば
ら
し
い

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
教
育
を
受
け
た
学
生
は
、

世
界
中
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
研
究
を
し
て
い
る
か

現
在
、
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
専

任
教
員
が
13
名
い
ま
す
。こ
れ
に
加
え
て
、

客
員
教
員
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
、
事

務
職
員
、
技
術
職
員
な
ど
、
全
員
で
約
50

名
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
研
究
部
門
は
五

つ
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。

気
候
・
水
資
源
部
門
で
は
気
候
変
動
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
地
下
水
資
源
の
研
究
を
、

生
物
生
産
部
門
で
は
、
植
物
の
耐
乾
性
向

上
や
育
種
な
ど
の
研
究
、
緑
化
保
全
部
門

で
は
砂
漠
化
防
止
の
た
め
の
土
地
保
全
に

つ
い
て
、
社
会
経
済
部
門
で
は
貧
困
対
策

や
技
術
普
及
、
そ
し
て
保
健
医
学
部
門
で

は
乾
燥
地
の
住
民
の
健
康
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
部
門
に
加
え
、
乾
燥
地
植
物
資

源
バ
ン
ク
室
が
あ
り
、
研
究
材
料
面
で
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
標
本
の
保
存
活
用
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
ぜ
鳥
取
大
学
に
あ
る
の
か

鳥
取
と
い
う
と
、
砂
丘
が
連
想
さ
れ
ま

す
。
美
し
く
広
々
と
し
た
砂
丘
は
、
今
は

観
光
地
で
あ
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
地
形

や
生
態
系
は
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、か
つ
て
日
本
が
食
糧
難
だ
っ

た
時
代
、
砂
丘
の
農
業
利
用
が
大
き
な
課

題
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
砂
丘
は
強
風
に

よ
り
砂
が
飛
び
、
水
や
肥
料
の
保
持
が
難

し
く
、
夏
は
非
常
な
高
温
に
な
り
、
農
業

適
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鳥
取
大
学
農
学
部
の
前
身
で
あ
る
鳥

取
高
等
農
学
校
が
設
置
さ
れ
る
と
す
ぐ

に
、
湖
山
砂
丘
試
験
地
が
設
置
さ
れ
、
砂

防
造
林
の
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現

在
、
鳥
取
空
港
の
あ
る
場
所
で
す
。
そ
の

後
、
鳥
取
大
学
が
発
足
す
る
と
共
に
、
現

在
の
観
光
砂
丘
の
西
側
に
あ
っ
た
広
大
な

陸
軍
用
地
に
お
い
て
研
究
が
開
始
さ
れ
、

一
九
五
八
年
に
農
学
部
附
属
砂
丘
利
用
施

設
に
な
り
ま
し
た
。
防
砂
林
を
植
え
、
日

本
で
初
め
て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
導
入
し

て
、
作
物
の
栽
培
を
す
る
な
ど
の
研
究
成

果
が
上
が
り
、
砂
丘
地
の
大
部
分
は
、
今

で
は
緑
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
畑
地
に
な
っ

て
い
ま
す
。

一方
、外
国
に
目
を
転
じ
る
と
、一
九
六
〇

年
代
後
半
に
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
ヘ
ル
地
方

で
干
ば
つ
が
発
生
し
、
世
界
中
で
砂
漠
化

最
近
の
研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

植
物
に
と
っ
て
、
乾
燥
、
高
温
、
低
温

な
ど
は
環
境
ス
ト
レ
ス
と
呼
ば
れ
、
こ
れ

に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
植
物
は
細
胞
内
で

様
々
な
タ
ン
パ
ク
質
を
生
産
し
耐
え
よ
う

と
し
ま
す
。

こ
の
時
に
、
重
要
な
の
が
ア
ブ
シ
ジ
ン

酸
（
Ａ
Ｂ
Ａ
）
と
い
う
植
物
ホ
ル
モ
ン
で

す
。
た
と
え
ば
、
Ａ
Ｂ
Ａ
を
作
る
遺
伝
子

を
Ｘ
線
照
射
に
よ
っ
て
人
為
的
に
破
壊
し

た
植
物
は
、少
し
の
乾
燥
で
し
お
れ
ま
す
。

逆
に
、
遺
伝
子
組
換
え
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｂ

Ａ
を
多
く
蓄
積
す
る
植
物
は
、
乾
燥
に
き

わ
め
て
強
い
性
質
を
も
ち
ま
す
。

岡
本
昌
憲
助
教
ら
は
、
米
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
と
共
同
で
、
約
六
万
点
の
機

能
未
知
化
合
物
の
中
か
ら
、
天
然
の
Ａ
Ｂ

Ａ
よ
り
も
安
定
な
化
合
物
を
見
い
だ
し
、

キ
ナ
バ
ク
チ
ン
と
名
付
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
、静
岡
大
学
等
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

が
深
刻
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
し

て
、
一
九
七
三
年
に
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

「
乾
燥
地
の
砂
漠
化
防
止
と
農
業
的
利
用

の
研
究
」
を
加
え
、
中
国
、
中
東
、
メ
キ

シ
コ
等
の
海
外
の
乾
燥
地
で
の
研
究
が
始

ま
り
ま
し
た
。

一
九
九
〇
年
、
農
学
部
か
ら
独
立
し
て

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
に
発
展
し
、
同
時

に
全
国
共
同
利
用
施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
次
々
と

獲
得
し
機
能
強
化
が
図
ら
れ
、名
実
共
に
、

乾
燥
地
科
学
拠
点
と
し
て
国
内
外
の
乾
燥

地
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
文

部
科
学
省
の
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

で
す
。
こ
れ
は
、
大
学
の
枠
を
超
え
て
全

国
の
研
究
者
が
共
同
で
利
用
し
、
共
同
研

究
を
通
じ
て
、
知
を
結
集
し
研
究
を
効
果

的
・
効
率
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
作
ら

れ
た
国
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
乾
燥
地
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
乾
燥
地
科
学
の
拠
点
と
し

て
、
全
国
の
研
究
者
に
開
か
れ
、
毎
年
、

他
大
学
・
他
研
究
機
関
と
約
七
〇
件
の
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
共
同
研
究
者

は
敷
地
内
に
あ
る
研
修
施
設
に
宿
泊
し
、

セ
ン
タ
ー
の
研
究
設
備
を
用
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
12
月
に
開
催
さ
れ
る
共
同
研

キ
ナ
バ
ク
チ
ン
と
は
逆
に
、
Ａ
Ｂ
Ａ
に
よ

る
植
物
反
応
を
抑
制
す
る
物
質
Ａ
Ｓ
６
を

見
い
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
辻
本
壽
教
授
は
、
こ
れ
ま
で
人

類
の
歴
史
の
中
で
未
利
用
で
あ
っ
た
野
生

植
物
の
中
に
、
耐
乾
性
や
耐
暑
性
遺
伝
子

が
あ
る
と
考
え
、
コ
ム
ギ
と
野
生
植
物
を

種
間
交
配
し
、
野
生
植
物
の
遺
伝
子
を
も

つ
コ
ム
ギ
の
系
統
を
多
数
開
発
し
ま
し

た
。
こ
の
系
統
を
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

の
デ
ザ
ー
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
や
、
ス
ー
ダ

ン
や
モ
ロ
ッ
コ
の
圃
場
で
調
査
し
た
結

果
、
予
想
通
り
、
乾
燥
や
高
温
に
強
い
系

統
が
現
れ
、
さ
ら
に
、
土
壌
中
の
有
害
物

質
に
強
く
、
肥
料
を
節
約
で
き
る
系
統
も

見
い
だ
し
ま
し
た
。

開
か
れ
た
研
究
所
を
目
指
し
て

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
共
同
研

究
者
以
外
に
、
毎
年
、
約
1
3
0
0
人
の

一
般
見
学
者
が
あ
り
ま
す
。
鳥
取
市
内
の

小
学
生
、
県
外
の
高
校
生
、
国
・
自
治

体
・
企
業
の
研
究
者
、
外
国
人
研
究
者
な

世界の陸地の約 4割が乾燥地であり、そこには 20 億の人々が暮らしています。しかし、その大半が、
栄養不足や貧困に直面して厳しい生活を強いられています。乾燥地研究センターは、わが国唯一の「乾
燥地科学」の研究拠点として、乾燥地での問題解決に挑んでいます。
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特集｜乾燥地研究センター

ICARDA 鳥取大学 DRI

全国共同利用者の
ネットワーク

GNDRI ネットワーク
乾燥地研究所

グローバルネットワーク
（発起機関：DRI、鳥取大学、BIDR）

乾燥地研究センター

CWANA＋ネットワーク
アジア・北アフリカ地域の
乾燥地ネットワーク

（主催：国連大学、ICARDA）

乾燥地研究センター長
恒川篤史

鳥取大学と世界をつなぐ乾燥地科学ネットワーク

アブシジン酸を多く蓄積する
シロイヌナズナ遺伝子組換え系統（右）

は、乾燥にきわめて強い。

圃場でのコムギの交配作業

究
発
表
会
に
は
近
年
、

乾燥地研究センター乾燥地研究
世界につながる研究拠点
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世
界
最
高
水
準
の
研
究
を
支
え
る

「
乾
燥
地
植
物
資
源
バ
ン
ク
室
」

設
置
の
背
景
・
目
的

わ
が
国
唯
一
の
乾
燥
地
研
究
機
関
で
あ

る
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
最
高

水
準
の
研
究
に
よ
り
、
砂
漠
化
防
止
や
乾

燥
地
の
環
境
修
復
、
農
業
生
産
の
向
上
な

ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ

る
世
界
の
人
口
増
加
や
地
球
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
乾
燥
地
の
諸
問
題
に
関
す
る
研

究
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
砂
漠
も
乾
燥
地
も
な
い

日
本
国
内
で
乾
燥
地
研
究
を
進
め
る
た
め

に
は
、
施
設
・
設
備
や
研
究
材
料
と
な
る

植
物
の
準
備
、
研
究
手
法
の
工
夫
な
ど
が

必
要
で
す
。

 

乾
燥
地
研
究
に
用
い
る
多
く
の
乾
燥
地

由
来
の
植
物
の
育
成
に
は
、
温
室
等
の
施

設
や
栽
培
技
術
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
国

際
的
な
取
り
決
め（
生
物
多
様
性
条
約
等
）

に
則
っ
た
植
物
の
輸
入
や
、
継
続
し
た
保

存
・
増
殖
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
個
々
の
研
究
者
が
行
う
の
は
困
難
な
状

況
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

改
善
し
、
乾
燥
地
に
由
来
す
る
植
物
を
用

い
た
研
究
を
促
進
す
る
た
め
、共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点
（
乾
燥
地
科
学
拠
点
）
の

機
能
を
拡
充
し
て
2
0
1
2
年
４
月
に
乾

燥
地
植
物
資
源
バ
ン
ク
室
を
開
設
し
ま
し

た
。

事
業
概
要

乾
燥
地
植
物
資
源
バ
ン
ク
室
で
は
、
乾

燥
地
に
生
存
す
る
植
物
や
耐
乾
・
耐
塩
性

の
作
物
品
種
・
系
統
な
ど
を
組
織
的
に
収

集
・
保
存
・
増
殖
・
評
価
し
て
、
乾
燥
地

研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
利
用
研
究
者
ら
に

提
供
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
保
有
し
て
い
る
植
物
に
関
す

る
情
報
や
研
究
成
果
を
収
集
・
蓄
積
し
、

提
供
植
物
に
こ
れ
ら
の
「
情
報
」
を
付
加

す
る
こ
と
で
、
植
物
資
源
の
研
究
利
用
価

値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
が
好

循
環
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
導
入
済
み
の
乾
燥
地
植

物
を
相
互
に
研
究
利
用
す
る
た
め
、
研
究

者
や
研
究
機
関
等
か
ら
乾
燥
地
植
物
を
受

け
入
れ
て
保
存
・
増
殖
し
、
こ
れ
ら
の
植

物
を
必
要
と
す
る
別
の
研
究
者
ら
が
利
用

で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
提
供
し
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
ア
リ
ド
ド
ー
ム
内
・
外
の

植
物
園
や
展
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
、
一
般
向
け
に
植
物
の
特
徴
や
利
用
法

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ど
、
様
々
な
方
が
来
訪
し
ま
す
。
昨
年

は
、
駐
日
中
国
大
使
の
訪
問
も
あ
り
ま
し

た
。
見
学
者
の
目
的
に
も
よ
り
ま
す
が
、

通
常
は
ミ
ニ
砂
漠
博
物
館
の
展
示
物
や
ア

リ
ド
ド
ー
ム
内
の
乾
燥
地
植
物
を
案
内
し

ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
一
般
公
開
と
「
き

み
も
な
ろ
う
！
『
砂
漠
博
士
』」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
砂
漠

博
士
」
は
小
学
生
を
対
象
に
し
た
研
究
体

験
で
す
。今
年
は
、乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
か
ら
採
集
し
た
哺
乳
動

物
の
糞
を
調
査
し
、
砂
丘
の
動
物
生
態
を

学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

今
後
50
年
間
に
、
気
候
変
動
等
の
地
球

規
模
の
環
境
問
題
が
発
生
し
ま
す
。ま
た
、

そ
の
よ
う
な
中
で
、
人
口
が
現
在
の
71
億

人
か
ら
90
数
億
人
に
な
り
食
糧
不
足
が
生

じ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
影
響

は
、
既
に
最
も
過
酷
な
環
境
で
あ
る
乾
燥

地
で
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

乾
燥
地
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
研
究
は
、

単
に
乾
燥
地
の
た
め
だ
け
で
な
く
、将
来
、

全
世
界
で
起
こ
り
う
る
問
題
を
先
駆
け
て

行
う
も
の
で
す
。

今
年
３
月
に
、
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

が
監
修
し
て
、「
乾
燥
地
を
救
う
知
恵
と

技
術
」（
丸
善
出
版
）
と
題
す
る
本
を
出

版
し
ま
し
た
。乾
燥
地
科
学
は
、今
後
益
々

重
要
な
研
究
分
野
で
す
。

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
の
施
設
・
設
備

ア
リ
ド
ド
ー
ム

ア
リ
ド
と
は
「
乾
燥
し
た
」
と
い
う
意

味
で
、乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
も
英
語
で
、

A
rid Land Research Center

、
省
略

し
てA

LRC

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ア

リ
ド
ド
ー
ム
は
、
セ
ン
タ
ー
の
中
央
部
に

あ
る
直
径
36
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ラ
ス
温
室

で
、
中
に
は
高
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ツ

メ
ヤ
シ
、
バ
オ
バ
ブ
な
ど
の
乾
燥
地
の
資

源
植
物
、
土
壌
浸
食
を
研
究
す
る
た
め
の

人
工
降
雨
装
置
、
土
壌
中
の
塩
の
動
態
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
装
置
な
ど
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
リ
ド
・
ラ
ボ

ア
リ
ド
ド
ー
ム
と
ほ
ぼ
同
じ
直
径
の
円

筒
形
の
研
究
棟
。
中
に
は
、
環
境
修
復
実

験
室
、
黄
砂
監
視
シ
ス
テ
ム
、
遺
伝
子
組

換
え
実
験
室
な
ど
が
あ
り
、
三
階
に
は
組

換
え
植
物
を
栽
培
す
る
閉
鎖
系
温
室
が
あ

り
ま
す
。

デ
ザ
ー
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

室
内
の
温
度
、
湿
度
、
光
の
強
さ
を
自

由
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
、
亜
熱
帯
砂

漠
、
冷
涼
帯
砂
漠
の
環
境
を
再
現
で
き
る

装
置
で
す
。
植
物
の
乾
燥
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
反
応
や
土
壌
水
分
の
蒸
発
の
調
査
に

利
用
し
ま
す
。

安
定
同
位
体
比
質
量
分
析
シ
ス
テ
ム

乾
燥
地
に
生
育
し
て
い
る
植
物
の
炭

素
、
窒
素
お
よ
び
水
試
料
中
の
水
素
、
酸

素
の
安
定
同
位
体
比
を
測
定
し
、
植
物
が

利
用
し
て
い
る
水
が
雨
水
に
由
来
す
る
か

地
下
水
に
由
来
す
る
か
、
あ
る
い
は
養
分

が
ど
こ
に
由
来
す
る
か
、
を
調
べ
る
こ
と

の
で
き
る
装
置
で
す
。

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

モ
ン
ゴ
ル
の
バ
ヤ
ン
ウ
ン
ジ
ュ
ー
ル
に

設
置
さ
れ
、様
々
な
気
象
要
素
を
測
定
し
、

ど
の
よ
う
な
条
件
で
、
黄
砂
が
舞
い
上
が

る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。
デ
ー
タ
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
、
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
に

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

乾
燥
地
学
術
標
本
展
示
室

　

ミ
ニ
砂
漠
博
物
館
と
も
呼
ば
れ
、
研
究

の
中
で
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
学
術
標

本
を
収
集
展
示
し
て
い
ま
す
。
休
日
の
午

後
に
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

室
長（
兼
任
）
　
辻
本 

壽 （
農
学
博
士
）

専
門
分
野
：
分
子
育
種
学

　

多
く
の
文
明
が
乾
燥
地
で
成
立

し
て
い
ま
す
。
一
万
年
の
農
耕
の

歴
史
の
中
で
人
が
開
発
し
た
資
源

植
物
、
今
後
可
能
性
の
あ
る
未
利

用
資
源
植
物

の
遺
伝
子
を

発
掘
し
よ
う

と
思
っ
て
い

ま
す
。

室
員 

留
森 

寿
士
（
博
士（
農
学
））

専
門
分
野
：
施
設
園
芸
学

　

栽
培
環
境
（
水
や
温
度
、
光
、

土
壌
、
肥
料
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
）

を
制
御
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
植
物
が
も
つ
様
々
な
能
力
を
引

き
出
し
、
乾
燥
地
開
発
に
適
材
適

所
で
活
用
で

き
る
植
物
の

提
供
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

室
員 

井
上 

知
恵
（
博
士（
農
学
））

専
門
分
野
：
ス
ト
レ
ス
生
理
学

　

バ
ン
ク
室
で
は
研
究
に
供
す
る

た
め
、
世
界
の
乾
燥
地
で
利
用
さ

れ
て
い
る
有
用
植
物
を
収
集
・
栽

培
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

一
部
を
展
示
圃
場
や
ド
ー
ム
で
栽

培
・
増
殖
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
展
示
室

で
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
。

4 43 343

乾燥地研究センター ｜特集特集｜乾燥地研究センター

デザートシミュレーター

安定同位体比質量
分析システム　　　

ダストモニタリング
システム　　　　　

在学生の声
　乾燥地では、食糧生産を大きく左右する水資
源の確保と水利用システムの改善が急務です。
節水を考慮しつつ食糧増産を図るためには、潅
漑に対する土壌や植物の応答を正確に予測する
ことが必要です。そこで、私はエジプトやパレスチ
ナを対象地として点滴潅漑を利用した栽培実験を
行い、土壌物理シミュレーションや作物成長モデ
ルを用いて効果を評価し、塩分管理や肥料管理
も考慮した効率的な潅漑方法を追求しています。
修士課程国際乾燥地科学専攻１年　柴田 雅史

現地調査

乾燥地関連植物

研究者、
研究機関から

乾燥地に生存する植物、耐乾・耐塩性
の作物系統、遺伝子組換え系統など

収集
乾燥地植物資源バンク室

教育 広報
植物

法的手続き、
保存、増殖、
研究利用、評価

情報
植物情報・研究
成果データベー
スの構築、公開

植物
＋
情報

研究
成果

世界中の研究者ら
研究成果の好循環

アリドドーム内で育成中のジャトロファ
（中米原産）。住民生活を向上する　　　
　バイオ燃料植物として期待されています。

上：アリドドームの横に開設した、乾燥地植物の増殖・展
示圃場。下：植物体や種子で200 種以上の植物を保有。
左からホホバの雌花、ナツメヤシの雄花、ゴマの花。



黄
砂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
東
ア
ジ
ア
砂
漠
化
地
域
に
お
け
る

　
黄
砂
発
生
源
対
策
と
人
間
・
環
境
へ
の
影
響
評
価
」

文
部
科
学
省
特
別
経
費
事
業

れ
た
気
象
デ
ー
タ
は
、
準
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
鳥
取
大
学
の
研
究
室
に
自
動
で
送
ら
れ

て
、
解
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
黄
砂
の
発
生
が
集
中
す
る
春
先

の
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
実
際
に
現

地
に
滞
在
し
、
長
期
間
の
集
中
観
測
が
行

わ
れ
ま
す
。
日
本
よ
り
北
に
位
置
す
る
モ

ン
ゴ
ル
で
は
こ
の
時
期
は
ま
だ
寒
く
、
３

月
の
上
旬
で
は
マ
イ
ナ
ス
₂₀
度
近
く
に
な

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
厳
し
い
寒
さ

と
砂
嵐
の
中
、
現
地
に
滞
在
し
、
モ
ン
ゴ

ル
の
研
究
者
と
共
同
で
の
観
測
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

黄
砂
と
P
M
2・5
の
影
響
を
探
る

『
黄
砂
影
響
評
価
グ
ル
ー
プ
』
は
医
学

部
の
黒
沢
洋
一
教
授
を
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
黄
砂
が
人
の
健
康
や
家
畜
等
に
与
え

る
影
響
を
調
べ
て
い
ま
す
。

近
年
、
古
来
よ
り
み
ら
れ
る
黄
砂
現
象

に
加
え
、
大
陸
か
ら
の
大
気
汚
染
物
質
Ｐ

Ｍ
2
・
5
の
飛
来
の
増
加
が
相
ま
っ
て
健

康
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
喘
息
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な

ど
の
悪
化
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

気
汚
染
が
ひ
ど
い
地
域
を
通
過
し
て
や
っ

て
き
た
黄
砂
で
は
健
康
に
つ
い
て
の
自
覚

症
状
を
訴
え
る
人
が
多
く
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

ニ
ッ
ケ
ル
等
に
よ
る
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
の

素
因
が
、「
黄
砂
ア
レ
ル
ギ
ー
」
の
ひ
と
つ

の
要
因
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

深
刻
化
す
る
「
黄
砂
」
問
題

黄
砂
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
な
ど
大

陸
の
乾
燥
地
域
で
発
生
し
、
上
空
の
偏
西

風
に
よ
っ
て
遠
方
ま
で
運
ば
れ
、
遠
く
離

れ
た
韓
国
、
日
本
な
ど
の
風
下
域
に
降
り

注
ぐ
砂
塵
（
砂
よ
り
細
か
い
粒
子
）
の
こ

と
で
す
。

黄
砂
現
象
は
、
日
本
で
は
自
然
現
象
と

し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
春
の
風
物

詩
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

は
黄
砂
の
飛
来
頻
度
が
高
く
な
り
、
飛
来

地
域
も
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
日
本
で
も
、
黄
砂
が
人
の
健
康
や

自
然
の
生
態
系
等
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
0
8
年
、
黄
砂
の
発
生
域

に
位
置
す
る
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
砂
塵
嵐
に

寒
さ
が
加
わ
り
、
ヒ
ツ
ジ
や
ウ
シ
な
ど
お

よ
そ
30
万
頭
の
家
畜
が
死
亡
す
る「
ゾ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
大
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
ま

ま
た
、
黄
砂
が
家
畜
の
健
康
に
与
え
る

影
響
を
研
究
し
て
い
る
共
同
獣
医
学
科
の

森
田
剛
仁
教
授
と
島
田
章
則
教
授
（
現
・

麻
布
大
学
）
ら
に
よ
る
国
際
研
究
チ
ー
ム

が
、
砂
塵
嵐
の
頻
発
す
る
モ
ン
ゴ
ル
で
、

砂
塵
を
吸
収
し
た
家
畜
に
肺
傷
害
（
肺
気

腫
お
よ
び
線
維
化
）
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
世
界
で
初
め
て
、
家
畜
で
確
認

さ
れ
た
発
見
と
な
り
ま
す
。

黄
砂
対
策
―
現
場
の
取
り
組
み

『
黄
砂
発
生
源
対
策
グ
ル
ー
プ
』
は
、

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
の
山
中
典
和
教
授

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
飛
砂
防
止
に
向
け

た
持
続
可
能
な
緑
化
や
生
態
系
修
復
に
つ

い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

草
原
の
劣
化
が
黄
砂
発
生
の
引
き
金
と

た
、
中
国
な
ど
で
は
黄
砂
が
飛
行
機
の
離

発
着
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
し
、
人
の
健

康
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
深
刻
化
す
る
黄
砂
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
鳥
取
大
学
で
は
乾
燥
地

研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
全
学
体
制

で
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
2
0
1
1
年
度
か
ら
は
、
文
部

科
学
省
特
別
経
費
事
業
（
2
0
1
1
～

2
0
1
5
）
に
採
択
さ
れ
、「
東
ア
ジ
ア

砂
漠
化
地
域
に
お
け
る
黄
砂
発
生
源
対
策

と
人
間
・
環
境
へ
の
影
響
評
価
（
通
称　

黄
砂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

黄
砂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
三
つ
の
研

究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
総
合
的
な
黄
砂
研

究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
砂
塵
嵐
、
黄
砂

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
で
す
。
砂
漠
化

に
伴
う
砂
塵
嵐
・
黄
砂
被
害
が
広
が
っ
て

い
る
モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
の
乾
燥
地
で
研
究

を
行
っ
て
い
る
『
黄
砂
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

研
究
グ
ル
ー
プ
』。

二
つ
目
は
、
黄
砂
が
人
間
の
健
康
、
人

間
活
動
及
び
自
然
生
態
系
に
与
え
る
影
響

解
明
で
す
。
乾
燥
地
の
現
場
と
黄
砂
の
影

響
を
う
け
る
日
本
国
内
の
両
方
で
研
究
を

進
め
て
い
る
『
黄
砂
影
響
評
価
グ
ル
ー

プ
』。三

つ
目
は
、
効
果
的
な
砂
塵
嵐
や
黄
砂

の
発
生
を
抑
え
る
対
策
に
関
す
る
研
究
で

あ
る
『
黄
砂
発
生
源
対
策
グ
ル
ー
プ
』。

こ
れ
ら
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

な
る
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
持
続
可
能
な
草
原

生
態
系
の
管
理
に
向
け
て
、
在
来
植
物
の

生
態
解
明
や
、
牧
畜
民
の
伝
統
的
な
植
物

利
用
を
調
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乾
燥
地
で
の
緑
化
が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
中
国
で
は
、
内
蒙
古
自

治
区
の
ク
ブ
チ
砂
漠
で
、
在
来
植
物
を
用

い
た
砂
丘
固
定
緑
化
の
実
証
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

草
地
に
生
育
す
る
草
を
刈
り
取
っ
て
砂

丘
上
に
敷
き
詰
め
、
砂
の
動
き
を
封
じ
込

め
る
実
験
や
、
移
動
す
る
砂
丘
上
に
実
際

に
様
々
な
樹
種
を
植
え
て
、
苗
の
活
着
や

生
育
を
調
べ
て
い
ま
す
。

研
究
を
続
け
る
中
で
、
現
地
で
用
い
ら

れ
て
い
る
ポ
プ
ラ
の
１
種
が
、
砂
に
埋
も

れ
る
と
逆
に
旺
盛
な
成
長
を
示
す
な
ど
、

埋
砂
に
対
し
て
抜
群
に
強
い
性
質
を
も
つ

こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

は
、
モ
ン
ゴ
ル
気
象
水
文
環
境
研
究
所
、

モ
ン
ゴ
ル
農
業
大
学
、中
国
内
蒙
古
大
学
、

中
国
内
蒙
古
農
業
大
学
、
中
国
科
学
院
寒

区
旱
区
環
境
与
工
程
研
究
所
、
ア
メ
リ
カ

砂
漠
研
究
所
、
ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
大
学
等

と
連
携
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

寒
さ
と
砂
嵐
の
中
の
観
測

『
黄
砂
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
グ
ル
ー
プ
』

は
篠
田
雅
人
教
授
（
現
・
名
古
屋
大
学
）

と
黒
崎
泰
典
准
教
授
（
乾
燥
地
研
究
セ
ン

タ
ー
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
黄
砂
の
発

生
源
の
一
つ
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
乾
燥
地

域
に
大
規
模
な
観
測
機
器
を
設
置
し
、
精

力
的
な
観
測
を
続
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
現
地
の
気
象
条
件
や
地
表
面
の

状
態
が
黄
砂
の
発
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
を
最
先
端
の
観
測
機
器
で
調

べ
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
の
現
場
で
得
ら

厳
し
い
が
素
晴
ら
し
い
乾
燥
地

黄
砂
の
研
究
、
特
に
厳
し
い
環
境
で
の

調
査
は
非
常
に
つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
研
究
に
は
厳
し
い
面
も
あ

る
反
面
、
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う

瞬
間
も
あ
り
ま
す
。苦
し
い
観
測
の
中
で
、

有
用
な
デ
ー
タ
が
取
れ
た
時
や
、
共
同
研

究
の
仲
間
た
ち
と
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
瞬

間
な
ど
は
非
常
に
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
厳
し
い
乾
燥
地
の
自
然
も
時
に
は

目
を
み
は
る
ば
か
り
の
美
し
い
瞬
間
を
見

せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
瞬
間
を
写
真
で
記
録
し
て

写
真
集
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。
鳥
取
の

今
井
出
版
か
ら
出
し
ま
し
た
の
で
、
書
店

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
学

の
図
書
館
や
広
報
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て

い
ま
す
の
で
、
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。黄

砂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
今
年
を
入
れ
て

残
り
2
年
に
な
り
ま
し
た
。
研
究
は
ま
だ

継
続
し
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
区
切

り
と
し
て
、
成
果
の
取
り
ま
と
め
に
入
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
私
た
ち
の
活
動

に
注
目
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
年
、
春
先
を
中
心
に
日
本
に
や
っ
て
く
る
「
黄
砂
」。
こ
の
黄
砂
は
大
陸

の
乾
燥
地
で
発
生
し
、
遠
く
離
れ
た
日
本
へ
も
飛
来
し
ま
す
。
黄
砂
の
発
生
に

は
大
陸
に
お
け
る
砂
漠
化
や
干
ば
つ
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
国
々
で
、
黄
砂
の
観
測
回
数
が
増
え
て
お
り
、
人
や
環
境

へ
の
影
響
も
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

鳥
取
大
学
で
は
、
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
全
学
体
制
で
こ
の

黄
砂
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Project Asian Dust
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2010.3.16 に鳥取へ飛来した黄砂の電子
顕微鏡写真（写真：黒崎准教授）　　　　

結膜炎と呼吸器症状（鼻水）を示すヤギ
（モンゴル、写真：島田教授）　　　　　

草を埋め込んで砂の動きを止める実験
（中国内蒙古、写真：山中教授）

黄砂プロジェクトの
写真集（今井出版）

寒さと砂嵐の中での観測　　　
（モンゴル、写真：黒崎准教授）

特集｜乾燥地研究センター
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官
民
協
働
の

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

私
が
専
門
と
す
る
社
会
福
祉
学
は
、

一
般
に
「
福
祉
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
社

会
事
象
を
研
究
す
る
学
問
で
す
。
そ
の

内
容
は
、
要
援
護
状
態
に
あ
る
人
々
の

た
め
の
施
設
や
在
宅
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
、
生
活
保
護
や
年
金
の
よ
う

な
所
得
保
障
制
度
、
社
会
福
祉
士
や
介

護
士
等
の
専
門
職
に
よ
る
実
践
、
あ
る

い
は
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る

民
間
福
祉
活
動
な
ど
、
極
め
て
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
私
の
主
た

る
研
究
対
象
で
あ
る
「
地
域
福
祉
」
は
、

入
所
施
設
を
柱
に
高
齢
者
や
障
が
い
者

と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
国
が
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
組
織
し
て
き
た
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
へ
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
登
場

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
人
々
・
住
民
の
立
場
か

ら
、「
地
域
」
を
基
盤
に
縦
割
り
の
弊
害

を
見
直
す
と
と
も
に
、
自
治
体
や
民
間

の
福
祉
関
係
者
・
住
民
が
、そ
の
「
地
域
」

の
実
情
に
合
わ
せ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
活
動
を
創
造
す
る
主
体
的
な
取
り

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

　
　

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

組
み
で
あ
り
、
住
民
誰
も
が
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域

を
目
指
し
た
、
官
民
協
働
に
よ
る
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
え
ま
す
。

福
祉
国
家
か
ら
地
域
福
祉
へ

辞
書
で
「
福
祉
」
を
引
く
と
、「
幸
福
。

さ
い
わ
い
。
現
代
で
は
、
特
に
、
公
的

配
慮
に
よ
る
、
社
会
の
成
員
の
物
的
・

経
済
的
な
充
足
を
い
う
」（『
精
選
版
日

本
国
語
大
辞
典
』）
と
あ
り
ま
す
。
健
康

で
幸
福
な
暮
ら
し
は
万
民
共
通
の
願
い

で
す
が
、
現
代
の
産
業
社
会
に
あ
っ
て

は
、
失
業
や
不
安
定
就
労
の
拡
大
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
々
へ
の
社

会
的
排
除
な
ど
に
よ
り
、
自
力
で
そ
の

願
い
を
叶
え
る
の
が
困
難
な
人
々
が
構

造
的
に
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

こ
う
し
た
問
題
を
「
公
的
な
配
慮
」
で

克
服
す
べ
く
、「
社
会
福
祉
」
や
「
社
会

保
障
」
と
呼
ば
れ
る
仕
組
み
が
登
場
し
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
西
欧
先
進
諸
国

を
中
心
に
「
福
祉
国
家
」
の
発
展
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
1
9
7
4
年
の

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
状
況
は
一

変
。
低
成
長
時
代
の
も
と
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
と
と
も
に
財
政
構
造
が
悪
化

す
る
と
、
福
祉
国
家
の
画
一
性
や
非
効

率
性
な
ど
、
様
々
な
問
題
点
が
露
見
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
1
9
8
1
年
の
国
際
障
害
者

年
を
機
に
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理

念
が
普
及
し
、
施
設
入
所
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
き
た
障
が
い
者
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
常
者
と
共
に
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
が
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増

大
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
コ
ス
ト
の
か

か
る
施
設
か
ら
低
コ
ス
ト
で
整
備
可
能

な
在
宅
福
祉
へ
と
サ
ー
ビ
ス
の
転
換
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

施
設
で
画
一
的
に
管
理
さ
れ
る
福
祉
か

っ
て
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
し
て
規
定
さ

れ
る
な
ど
、
計
画
づ
く
り
を
通
じ
た
ロ

ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
が
問
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
研
究

課
題
の
一
つ
は
こ
の
「
地
域
福
祉
計
画
」

を
は
じ
め
と
す
る
、
自
治
体
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
策
定
す
る
福
祉
計
画
で

あ
り
、
自
ら
も
策
定
委
員
会
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
す
る
な
ど
、
住
民

参
加
に
よ
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築

在
宅
福
祉
を
柱
に
地
域
福
祉
が
推
進

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
条
件
が
整
い
始
め

ま
し
た
。
今
後
の
超
高
齢
社
会
化
を
ふ

ま
え
る
と
、
人
生
の
最
期
ま
で
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
こ
と
が
さ
ら
に

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
現
実
に
は
、
死
を
迎
え
る
場
所

の
約
8
割
は
病
院
が
占
め
、
要
介
護
状

ら
、
日
常
生
活
の
延
長
と
し
て
自
宅
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

よ
り
柔
軟
で
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て

1
9
9
0
年
代
以
降
、
福
祉
国
家
に
よ

る
集
権
的
で
画
一
的
な
福
祉
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
在
宅
福
祉
を
基
本
に
、
自
治
体
と
民

間
福
祉
関
係
者
・
住
民
が
協
働
で
創
造
す

る
「
地
域
福
祉
」
へ
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。

福
祉
計
画
づ
く
り
で

自
治
機
能
強
化

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
地

域
福
祉
の
創
造
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
日

本
で
本
格
的
に
始
動
し
て
か
ら
ま
だ
20

～
30
年
程
の
新
た
な
取
り
組
み
で
す
。

特
に
欧
米
と
違
っ
て
地
方
自
治
の
経
験

が
浅
い
日
本
で
は
、
福
祉
を
柱
に
し
た

住
民
参
加
の
促
進
や
住
民
自
治
・
団
体

自
治
の
機
能
強
化
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
央
集
権
シ

ス
テ
ム
に
慣
ら
さ
れ
て
き
た
地
方
自
治

体
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
、

地
域
の
実
情
に
即
し
て
自
ら
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
地
域

福
祉
推
進
の
ツ
ー
ル
と
し
て
重
視
さ
れ

て
い
る
の
が
「
地
域
福
祉
計
画
」
で
す
。

2
0
0
0
年
に
実
施
さ
れ
た
社
会
福
祉

基
礎
構
造
改
革
で
は
、
住
民
参
加
に
よ

鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
政
策
学
科

准
教
授 

竹
川
　
俊
夫

︻
略
歴
︼

1
9
6
7
年
京
都
市
生
ま
れ
。
1
9
9
1
年
早

稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
後
、
第
一
生
命
保

険
相
互
会
社
（
現
株
式
会
社
）
勤
務
を
経
て
同

志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
福
祉
学
専

攻
に
進
学
、
2
0
0
7
年
博
士
後
期
課
程
を
修

了
。
博
士
（
社
会
福
祉
学
）、
2
0
0
8
年
鳥

取
大
学
地
域
学
部
講
師
、
2
0
1
1
年
同
学
部

准
教
授

︻
専
門
︼

社
会
福
祉
学
（
地
域
福
祉
論
、
社
会
福
祉
政
策

論
）。
現
在
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
福

祉
の
あ
り
方
や
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
過
程
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
等
を
中
心

に
、
現
場
に
密
着
し
な
が
ら
実
践
と
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る

︻
趣
味
︼

全
国
各
地
の
ラ
ー
メ
ン
店
め
ぐ
り

態
が
重
度
化
す
る
と
家
族
も
施
設
入
所

を
強
く
希
望
す
る
よ
う
に
な
り
、
本
人

の
意
思
と
は
裏
腹
に
、
住
み
慣
れ
た
地

域
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
蔓
延

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
の
専
門
職
と

家
族
、
地
域
住
民
ら
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
地
域
で
の
看
取
り
を

可
能
に
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
要
求
に
応
え
る

仕
組
み
を
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
い
い
ま
す
。
概
ね
中
学
校
区
程
度
の

日
常
生
活
圏
域
を
基
盤
に
、「
住
ま
い
」

「
介
護
」「
医
療
」「
予
防
」「
生
活
支
援
」

と
い
っ
た
個
々
の
社
会
資
源
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
ケ
ア
を
担
う
保
健
医
療

福
祉
の
多
職
種
の
連
携
や
、
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
と
近
隣
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
よ
る
支
え
あ
い
活
動
と
の
連
携
な
ど

を
進
め
、
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
を
中

心
と
す
る
、
包
括
的
で
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
ま
す
。

私
の
も
う
一
つ
の
研
究
課
題
は
、
こ

の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
あ

り
方
を
検
討
し
、
そ
の
構
築
を
支
援
す

る
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
が

75
歳
以
上
に
突
入
し　

、
医
療
・
介
護

需
要
が
ピ
ー
ク
に
向
か
う
2
0
2
5
年

に
向
け
て
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
は
、
今
後
の
地
域
福
祉
の
中
心

的
課
題
に
な
る
と
考
え
ら
ま
す
。

孤立防止や介護予防のために住民が自主的に取り組む「ふれあいきいきサロン」活動

住民と保健医療福祉の専門職が同じテーブルで
福祉課題を話し合う用瀬町支え愛ネットワーク会議のひとコマ

行政と社会福祉協議会が
合同で策定した
「倉吉市地域福祉推進計画」

「車いす体験学習」を通じた障がい者と児童の交流の様子
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環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換 

︱ 

熱
電
変
換

SERIES学びを支える―大学教育支援機構
シ
リ
ー
ズ「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
」World of T

echnology

大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
宇
宙
工
学
専
攻
　
教
授
　
陳
　
中
春

大きな収穫物

熱
電
変
換
と
は
、
材
料
の
も
つ
熱
電
効

果
と
い
う
物
理
現
象
を
利
用
し
、
熱
か
ら

電
気
を
、
電
気
か
ら
熱
を
直
接
変
換
す
る

こ
と
で
す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
間
の
直
接
変
換
は
、
二
酸
化
炭

素
排
出
ゼ
ロ
の
発
電
と
フ
ロ
ン
ガ
ス
な
し

の
冷
却
が
可
能
で
環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
方
式
で
す
。
熱
電

変
換
を
利
用
し
た
冷
却
・
温
度
制
御
お
よ

び
廃
熱
発
電
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
優

れ
た
熱
電
性
能
を
有
し
、
か
つ
低
コ
ス
ト

で
環
境
負
荷
の
低
い
熱
電
変
換
材
料
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

熱
電
冷
却
と
温
度
制
御

ビ
ス
マ
ス
テ
ル
ル
（B

i₂T
e₃

）
系
化

合
物
は
、
室
温
近
傍
で
良
好
な
熱
電
性

能
を
有
す
る
た
め
、
温
調
器
、
冷
蔵
庫
、

温
冷
庫
、
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
、
光
通
信
用

レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
オ
ー
ド
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
C
P
U
等
電
子
機
器
の
冷
却
や
温

度
制
御
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
熱
電
素
子
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

の
よ
う
な
駆
動
部
が
な
い
た
め
無
騒
音

で
、
し
か
も
精
密
な
温
度
制
御
が
で
き
、

小
型
・
軽
量
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
等

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Bi₂T
e₃

系
化
合
物
の
性
能
を
更
に
向
上

す
る
た
め
に
、
我
々
は
原
料
粉
末
を
メ
カ

ニ
カ
ル
ア
ロ
イ
ン
グ
（
M
A
）
と
熱
間
押

出
し
を
組
み
合
わ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
の
M
A
処
理
に
よ
り
出

発
原
料
で
あ
る
金
属
粉
末
を
微
細
化
さ

せ
、
か
つ
原
子
レ
ベ
ル
で
合
金
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
熱
間
押
出
し
加

工
は
、
高
温
下
で
素
材
に
圧
縮
荷
重
を
加

え
、
所
定
形
状
の
出
口
孔
を
設
け
た
ダ
イ

ス
を
通
し
て
一
定
断
面
形
状
の
長
尺
材
を

成
形
す
る
塑
性
加
工
技
術
で
す
。
こ
の

M
A
処
理
と
熱
間
押
出
し
に
よ
っ
て
結
晶

粒
の
微
細
化
と
結
晶
配
向
化
を
実
現
し
ま

し
た
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
熱
間
押
出

し
成
形
し
た（Bi, Sb

）₂T
e₃

化
合
物
で
は

平
均
結
晶
粒
径
が
0
・
68
㎛
に
微
細
化
さ

れ
、
ま
た
多
く
の
結
晶
粒
は
化
合
物
の
底

面
に
配
向
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
熱
電
性
能
を
有
し
な

が
ら
、
機
械
的
性
質
も
向
上
し
ま
し
た
。

廃
熱
か
ら
電
力
へ

現
在
、
日
本
で
消
費
さ
れ
る
一
次
供
給

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、
約
70
％
が
廃
熱
と

し
て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
莫
大
な

未
利
用
廃
熱
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

回
収
し
有
効
利
用
す
る
こ
と
は
、
ひ
っ
迫

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
緩
和
や
環
境
問

題
に
対
す
る
貢
献
の
面
か
ら
極
め
て
重
要

で
す
。
廃
熱
の
大
半
が
6
0
0
℃
以
下
の

低
・
中
温
熱
で
す
の
で
、
廃
熱
を
電
力
に

直
接
変
換
す
る
熱
電
変
換
を
利
用
し
た
発

電
技
術
が
、
近
年
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
技
術
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

廃
熱
温
度
に
よ
っ
て
適
用
で
き
る
熱
電

材
料
の
種
類
は
異
な
り
ま
す
。
2
0
0
℃

以
下
の
低
温
熱
の
場
合
、Bi₂T

e₃

系
化
合

物
が
適
用
可
能
で
、
例
え
ば
、
温
泉
熱

に
よ
る
発
電
は
こ
の
材
料
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
我
々
の
研
究
室
で
は
こ
の

Bi₂T
e₃

系
の
他
、
2
0
0
～
6
0
0
℃
の

よ
う
な
中
温
領
域
の
候
補
材
料
と
し
て
、

Zn₄Sb₃

系
やCoSb₃

系
熱
電
材
料
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Zn₄Sb₃

化
合
物
に
つ
い
て
は
、
図
２

に
示
す
「
反
応
︱
押
出
し
プ
ロ
セ
ス
」

を
提
案
し
ま
し
た
。
原
料
粉
末
は
混

合
・
圧
粉
を
経
て
真
空
封
入
後
、
熱
間

押
出
し
に
よ
っ
て
成
形
さ
れ
ま
す
。
こ

の
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
は
熱
間
押
出
し
の

一
工
程
でZ

n₄Sb₃

化
合
物
の
合
成
、

緻
密
化
お
よ
び
形
状
付
与
を
同
時
に
実

現
で
き
ま
す
。
従
来
の
技
術
に
比
べ
、

製
造
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
材
料
の
組
成
、

結
晶
構
造
お
よ
び
微
視
組
織
の
制
御
が

簡
単
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
材
料
の
熱

電
性
能
も
向
上
し
ま
し
た
。
今
後
、
自

動
車
排
気
熱
、
廃
棄
物
処
理
廃
熱
、
化

学
・
鉄
鋼
工
場
等
様
々
な
産
業
お
よ
び

市
民
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
小
規

模
・
分
散
型
未
利
用
廃
熱
を
電
力
に
変

換
す
る
材
料
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。

大
学
こ
そ
人
間
形
成
の
場
！
よ
り
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
る
た
め
に

平
成
20
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、
大
学
教
育
・
学
生
支
援
の
拡
充
に
取
り
組
む
大
学
教
育
支
援
機
構
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
は

人
間
力
の
向
上

当
機
構
は
、入
学
セ
ン
タ
ー
・
教
育
セ
ン

タ
ー
・
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
に
本
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
５
つ
の
セ
ン

タ
ー
を
統
括
し
た
組
織
で
す
。
入
試
か
ら

大
学
教
育
・
学
生
生
活
の
支
援
、教
員
養
成

に
関
す
る
教
育
・
研
修
、そ
し
て
就
職
支
援

に
対
し
て
相
互
が
連
携
し
、
入
学
し
た
学

生
が
大
学
教
育
を
通
し
て
自
分
を
磨
き

高
め
る
こ
と
に
よ
り
「
人
間
力
」
を
高
め
、

社
会
に
役
立
つ
人
材
と
な
る
た
め
の
学
内

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
来
、
大
学
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
延
長
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
授
業
も
単
位
制
と
な
り
、

自
分
で
取
得
し
た
い
講
義
を
選
択
し
ま

す
。
ま
た
教
員
免
許
を
取
得
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
自
主
的
に
そ
の
科
目
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
生
活
に
お

い
て
は
、一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
学
生
も

多
く
、ア
ル
バ
イ
ト
も
始
め
ま
す
。就
職

活
動
は
自
分
の
将
来
を
決
定
す
る
決
断
の

時
で
す
。
大
学
に
は
夢
や
希
望
だ
け
で
は

な
く
、
不
安
も
あ
り
ま
す
。
い
や
、
最
初

は
不
安
の
方
が
大
き
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
友
達
や
先
輩
が
助
け
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
全
て
が
解
決

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も

不
安
要
素
を
解
消
し
、
在
学
中
は
勉
学
に

専
念
し
、学
生
生
活
を
大
い
に
楽
し
み
、「
人

間
力
」
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
当
機
構

で
は
各
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
な
が
ら
学
生

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月

１
回
の
セ
ン
タ
ー
長
会
議
で
は
、
学
内
で

の
課
題
・
問
題
点
の
洗
い
出
し
、情
報
共
有

を
行
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
学
生
の

ニ
ー
ズ
を
支
援
す
る

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
特
に
近
年
学
内
で
顕
在
化
し

た
発
達
障
害
を
持
つ
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
28
年

施
行
と
な
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が

成
立
し
、
従
来
以
上
に
障
害
を
持
つ
学
生

に
対
し
て
も
広
く
教
育
の
機
会
を
提
供
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

障
害
は
学
生
一
人
ひ
と
り
で
異
な
り
ま
す

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に
対
し
て
対
応

で
き
る
学
内
の
環
境
づ
く
り
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
必
要
で
あ
れ
ば
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、
よ
り
良
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
10
月

か
ら
は
学
内
に
専
任
教
員（
臨
床
心
理
士
）

も
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
友
達
が
で
き
な
い
、
実

験
が
う
ま
く
進
ま
な
い
な
ど
の
理
由
で
学

校
に
来
ら
れ
な
い
学
生
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
よ
く
「
今
の
学
生
は
…
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
昔
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
世

代
で
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。
是
非
各

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
、
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

＊ 

次
号
以
降
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
て
参
り
ま
す
。

図１ 押出し成形した（Bi, Sb）₂Te₃化合
物の縦断面の結晶方位マッピング。結晶
粒の微細化と配向化を同時に実現

図２ Zn₄Sb₃熱電材料の「反応－押出しプロセス」の模式図
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農
学
部
設
立
以
来
、
構
築
し
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き
た

信
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地
域
を
見
つ
め
続
け
な
が
ら
、

地
域
と
と
も
に
研
究
を
進
め
る

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
環
境
・
自
然
・

食
料
・
人
等
、
様
々
な
要
因
が
世
界
的
に

食
料
問
題
と
し
て
多
く
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
策
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は

今
ま
で
経
て
き
た
時
代
ご
と
に
様
々
な
問

題
が
発
生
し
、
そ
れ
を
解
決
し
乗
り
越
え

て
き
た
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

鳥
取
県
は
梨
の
産
地
で
あ
り
、
梨
と
の

関
係
は
、
本
学
部
設
立
（
1
9
2
0
年
）

以
来
、
初
代
園
芸
学
研
究
室
の
菊
池
先
生

よ
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
と

の
絆
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

大
学
の
研
究
者
が
直
接
生
産
者
と
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
に
、
今
の
私
達
で
は
想

像
し
が
た
い
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
ま
で
地
域
の
生
産
者
の
方
々
と

築
き
上
げ
た
信
頼
関
係
の
も
と
に
、
非
常

に
地
域
に
密
着
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
私
達
は
研
究
の
成
果
を
生
産
者

へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
生
産
者
は
日
々

現
場
で
起
こ
る
様
々
な
事
象
を
提
起
さ
れ

ま
す
。
早
朝
に
私
の
携
帯
電
話
が
鳴
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
花
の
開
き
具
合
か

ら
実
の
付
き
具
合
ま
で
生
産
現
場
の
生
の

声
が
届
き
ま
す
。
生
産
者
の
努
力
を
惜
し

ま
な
い
姿
に
、研
究
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

現
在
は
主
に
「
自
発
休
眠
」・「
台
木
の

環
境
適
応
性
」・「
果
実
の
食
感
」
と
い
う

３
テ
ー
マ
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
農
学
部

で
梨
と
い
う
と
品
種
改
良
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
品
種
改
良
も
研
究

し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
温

暖
化
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
気
象

条
件
・
環
境
の
変
化
に
適
応
し
た
栽
培
方

法
等
を
確
立
し
な
く
て
は
、梨
の
名
産
地
・

鳥
取
は
、
い
つ
し
か
近
い
将
来
、
名
産
地

で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
さ
え
あ

り
ま
す
。

梨
の
名
産
地

鳥
取
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

温
暖
化
と
い
え
ば
、
平
均
気
温
上
昇
・

海
水
面
上
昇
と
い
っ
た
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
大
変

な
環
境
変
化
で
す
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
名
産
品
・
農
作
物
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

自
発
休
眠
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す

が
、
梨
な
ど
落
葉
果
樹
は
一
定
期
間
、
低

温
環
境
で
生
育
し
て
は
じ
め
て
春
に
目
覚

め
（
発
芽
）
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
り
必
要

な
低
温
環
境
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

花
が
咲
か
ず
実
が
な
ら
な
い
と
い
う
事
が

起
こ
り
ま
す
。
で
は
自
発
休
眠
し
な
く
て

も
美
味
し
い
果
実
を
実
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
と
い
う
事
を
目
標
に
、
様
々
な

品
種
の
遺
伝
子
解
析
等
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
成
果
を
最
終

的
に
品
種
開
発
へ
と
繋
ご
う
と
い
う
計
画

で
す
。

ま
た
梨
は
台
木
に
接
ぎ
木
し
て
生
育
し

ま
す
か
ら
、
変
化
す
る
環
境
に
、
よ
り
適

応
す
る
た
め
環
境
歴
適
応
の
高
い
種
を
台

木
と
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
栽
培
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、名
産
地
と
は
そ
の
地
域
の
気
候
・

風
土
を
熟
知
し
た
地
域
の
生
産
者
の
努
力

に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
、
知
的

な
財
産
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
梨
の
名
産

地
鳥
取
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
果
物
を
食
べ
る
こ
と
」

ブ
ー
ム
で
は
な
く
文
化
と
し
て

本
来
、
梨
を
は
じ
め
と
す
る
果
物
は
主

食
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
極
論
す
れ
ば
食
べ

な
く
て
も
す
ぐ
に
は
生
命
の
維
持
に
は
関

係
な
い
も
の
で
す
。
こ
れ
で
は
身
も
蓋
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
世
界
的
に
見
れ
ば

乾
燥
地
で
は
水
分
補
給
と
し
て
果
物
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
私
達
も
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
補
給
に
果
物

を
食
べ
ま
す
。
し
か
し
食
文
化
と
し
て
定

着
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
懐
疑
的
で

す
。
稀
に
ブ
ー
ム
と
し
て
特
定
の
果
物
だ

け
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
時
期
需
要
が
伸

び
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
生

産
者
が
混
乱
す
る
だ
け
で
す
。
果
実
の
食

感
・
甘
味
・
酸
味
・
果
肉
の
質
感
と
い
っ

た
私
達
の
五
感
が
満
足
す
る
品
種
を
育
成

す
る
こ
と
。
ま
た
果
樹
の
育
成
も
病
害
虫

に
強
く
、
安
定
し
た
生
産
量
を
確
保
で
き

る
品
種
育
成
に
取
り
組
み
、
食
文
化
と
し

て
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
定
着
さ
せ
た

い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
果
物
の
甘

味
・
酸
味
と
い
っ
た
味
覚
の
要
素
は
、
食

育
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
子
供
達
が
果
物

を
食
べ
る
こ
と
で
味
覚
も
磨
か
れ
、
食
文

化
と
し
て
根
付
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
ひ
い
て
は
需
要
拡
大
に
つ
な
が
る
一

助
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は

無
関
係
で
は
な
い
梨

梨
は
日
本
だ
け
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
中
に
し
っ
か
り
と
取
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
や
生
産
量
は
東
ア
ジ
ア
が

そ
の
多
く
を
占
め
ま
す
が
、
品
質
は
日
本

の
梨
が
世
界
一
！　

特
に
鳥
取
の
梨
は
そ

の
中
で
も
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
今
以
上
に
市
場
競
争
力
を
着
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
が
こ
れ
を
生
産
者
に
も
気

付
か
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
・

後
継
者
の
育
成
に
も
役
立
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
確
か
に
日
本
ほ
ど
気
候
変
化

が
な
い
諸
外
国
の
地
域
で
は
、
旬
は
不
必

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
旬
に
食
べ
る

こ
と
が
贅
沢
で
あ
り
、
期
間
限
定
だ
か
ら

こ
そ
食
べ
た
く
な
る
事
を
、
鳥
取
か
ら
世

界
へ
発
信
し
て
い
く
の
も
私
達
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
に
役
立
つ
人
材
の
輩
出
こ
そ
、

最
大
の
地
域
貢
献

農
業
は
気
候
・
風
土
・
社
会
活
動
等
様
々

な
要
因
の
上
に
成
り
立
ち
、
か
つ
私
た
ち

の
暮
ら
し
の
重
要
な
基
礎
部
分
で
も
あ
り

ま
す
。
研
究
は
本
学
部
に
お
い
て
最
も
重

要
な
事
で
す
が
、
本
学
で
学
び
、
身
に
付

け
た
知
識
・
技
術
を
地
域
に
還
元
で
き
る

人
材
の
輩
出
こ
そ
、
最
大
の
地
域
貢
献
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
に
向
け
て
は
梨
を
テ
ー
マ
に

地
域
の
中
に
も
人
材
を
育
て
て
い
く
事
、

梨
へ
の
愛
・
マ
イ
ン
ド
を
植
え
付
け
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公
開
講
座
を
50

年
に
わ
た
り
開
催
し
て
い
ま
す
。
50
年
間

続
け
ら
れ
た
事
こ
そ
着
実
な
成
果
と
考
え

て
い
ま
す
。

た
だ
育
て
る
こ
と
は
人
も
果
樹
育
成
も

似
た
所
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
答
え
は
出

ま
せ
ん
。
で
も
実
を
結
ん
だ
時
の
喜
び
が

そ
こ
に
あ
る
事
を
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

肉質を測定する様子

遺伝子解析と台木の選抜に用いたナシ遺伝資源。
鳥取大学は全国最大のナシ遺伝資源銀行を保有している

耐水性の試験の実施状況の様子

冬
季
の
低
温
不
足
に
よ
っ
て
発
芽
し
な
い
状

態
（
左
の
枝
は
低
温
に
遭
遇
、
右
は
低
温
に

遭
遇
い
て
い
な
い
‘
二
十
世
紀
’
樹
）
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大阪府出
身編

    Student’s
            VOICEVOICEV

鳥大生が語る

    Stu
V

鳥大
工学部 ４年生

寺谷光平さん

大阪府立
登美丘高等学校

農学部 ４年生

平岡吏佳子さん

大阪府立
清水谷高等学校

医学部 １年生

森口亮太さん

学校法人清教学園

清教学園高等学校

地域学部 ３年生

森田八雲さん

学校法人明
星学園

明星高等学
校

眺
め
て
ま
す（
笑
）。

寺
谷　

季
節
毎
に
楽
し
め
る
街
で

す
。
夏
は
海
が
近
い
か
ら
す
ぐ
泳

げ
る
し
、
冬
は
雪
が
結
構
降
る
し

積
も
る
か
ら
、
で
っ
か
い
か
ま
く

ら
作
っ
た
り
し
ま
し
た
よ
。
そ
れ

に
ラ
ク
ダ
の
世
話
を
す
る
ア
ル
バ

イ
ト
な
ん
て
鳥
取
し
か
な
い
で

し
ょ（
笑
）。
一
人
暮
ら
し
始
め
た

頃
は
も
う
楽
し
く
て
。
そ
れ
が
３

年
生
の
時
に
風
邪
で
寝
込
ん
だ

ら
、
初
め
て
親
の
あ
り
が
た
さ
が

身
に
沁
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は

実
家
に
帰
っ
た
ら
ち
ょ
こ
っ
と
手

伝
い
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

三
人　

そ
れ
は
あ
る
か
も
〜
！

Ｑ
．
鳥
取
大
学
を
目
指
す

後
輩
（
高
校
生
た
ち
）
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

平
岡　

農
学
部
は
入
学
し
て
か
ら

選
べ
る
専
門
コ
ー
ス
も
多
彩
な
の

で
、
私
の
よ
う
に
自
分
探
し
を
し

な
が
ら
研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る

の
に
最
適
な
環
境
で
す
よ
！

寺
谷　

と
に
か
く
食
べ
物
が
美
味

し
い
！
特
に
海
鮮
は
お
す
す
め
。

美
味
し
い
も
の
食
べ
て
勉
強
に
、

サ
ー
ク
ル
に
頑
張
れ
る
こ
の
幸
せ

を
是
非
経
験
し
て
く
だ
さ
い
！

森
田　

元
々
旅
行
は
好
き
で
し
た

が
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
同
じ
街

で
も
大
好
物
ば
か
り
食
べ
尽
く
し

て
や
る
！
な
ん
て
。
で
も
そ
う
簡

単
な
事
じ
ゃ
な
か
っ
た（
笑
）。
そ

れ
で
も
大
学
の
周
辺
が
す
ご
く
充

実
し
て
い
る
か
ら
便
利
だ
し
、
自

転
車
が
あ
れ
ば
ど
こ
ま
で
で
も
行

け
る
。
友
達
と
「
鍋
の
会
」
を
結

成
し
て
、
鍋
を
囲
み
な
が
ら
誰
か

の
部
屋
で
D
V
D
を
見
た
り
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

森
田　

す
っ
か
り
食
堂
の
ミ
ー
ル

カ
ー
ド
の
お
世
話
に
な
っ
て
ま

す
。
ミ
ー
ル
カ
ー
ド
は
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
両
親
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
よ
く
同
じ
も
の
ば
か
り

食
べ
て
ち
ゃ
ダ
メ
だ
っ
て
言
わ
れ

ま
す（
笑
）。
一
人
暮
ら
し
を
し
て

る
と
不
思
議
と
お
金
が
な
い
時
に

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
無
く
な

り
そ
う
に
な
っ
た
り
、
実
家
に
い

た
時
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
苦
労
を

経
験
し
ま
す
。
改
め
て
親
の
苦
労

が
少
し
づ
つ
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

平
岡　

私
は
２
年
生
か
ら
４
人
で

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
す
。
一
人
暮
ら

し
と
は
違
う
悩
み
も
あ
る
け
ど
、

楽
し
ん
で
ま
す
よ
。
大
阪
だ
と
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
遊
び

が
、
４
人
で
温
泉
を
巡
っ
た
り
、

海
に
行
っ
た
り
。
そ
れ
に
大
阪
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
星
が
た

く
さ
ん
見
え
て
キ
レ
イ
！
こ
ん
な

環
境
っ
て
贅
沢
だ
な
〜
っ
て
星
を

ら
と
は
全
く
異
な
り
、
医
学
の
最

先
端
技
術
・
機
器
の
集
合
体
の
よ

う
で
し
た
。
検
査
技
師
を
目
指
す

僕
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境

で
来
年
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
鳥
取
大
学
で
今
学
ん
で

い
る
こ
と
、
学
び
た
い
こ
と

平
岡　

私
は
３
年
の
専
門
課
程
に

入
っ
て
か
ら
勉
強
に
取
り
組
ん
だ

学
生
で
す
。
先
程
も
話
し
た
よ
う

に
２
年
生
ま
で
は
自
分
探
し
の
時

間
で
し
た
か
ら（
笑
）。自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
っ

て
く
る
と
、
勉
強
も
研
究
も
ど
ん

ど
ん
面
白
く
な
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
乳
酸
菌
の
よ
う
な
細
菌
類

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

研
究
を
卒
業
し
て
も
続
け
た
く

て
、
大
学
院
へ
進
学
す
る
こ
と
に

学
と
は
違
い
、自
然
に
囲
ま
れ
て

き
れ
い
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

カ
ブ
ト
ム
シ
が
た
く
さ
ん
捕
れ
る

し（
笑
）。
鳥
取
砂
丘
ま
で
歩
い
て

行
っ
て
、
夜
は
砂
丘
の
砂
の
上
で

寝
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
も
ち

ろ
ん
夏
で
す
け
ど
ね
。
何
だ
ろ

う
、
こ
う
い
う
事
を
す
る
こ
と
も

大
切
だ
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が

教
え
て
く
れ
て
る
気
が
す
る
ん
だ

け
ど
…（
笑
）

森
田　

コ
ン
パ
ク
ト
な
印
象
も
あ

る
鳥
取
大
学
だ
け
ど
、
実
は
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
ほ
ぼ
同

じ
面
積
な
ん
で
す
。だ
か
ら
僕
に

と
っ
て
も
こ
こ
は
夢
の
国（
笑
）。

し
か
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
古
墳

ま
で
あ
っ
て
、
大
阪
の
友
達
が
遊

び
に
来
て
も
、
ネ
タ
に
困
り
ま
せ

ん
。
あ
と
先
生
と
の
距
離
が
と
て

も
近
い
で
す
ね
。
親
し
み
も
あ
る

け
ど
、
そ
れ
以
上
に
相
談
し
た
り

吸
収
で
き
る
機
会
が
も
の
す
ご
く

多
い
と
思
い
ま
す
。

森
口　

僕
は
来
年
か
ら
米
子
に
変

わ
り
ま
す
が
、
湖
山
キ
ャ
ン
パ
ス

は
大
学
っ
ぽ
い
な
〜
と
い
う
の
が

第
一
印
象
で
し
た
。
自
習
室
も
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
勉
強
と
サ
ー
ク

ル
活
動
を
両
立
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
る
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
て
。

米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
と
附
属
病
院

は
、
入
学
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
見
学
し
ま
し
た
。
こ
ち

悩
み
ま
し
た
が
１
年
浪
人
し
て
受

験
し
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
で
は
航

空
機
の
こ
と
も
勉
強
で
き
そ
う

だ
っ
た
か
ら
。

森
口　

僕
は
検
査
技
師
に
な
り
た

く
て
。
一
人
暮
ら
し
も
し
て
み
た

か
っ
た
し
。
た
ま
た
ま
母
が
松
江

の
出
身
で
子
供
の
頃
か
ら
松
江
や

米
子
に
は
よ
く
来
て
ま
し
た
。
鳥

取
大
学
医
学
部
な
ら
最
初
の
１
年

は
鳥
取
だ
け
ど
、
２
年
か
ら
は
米

子
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
し
、
一
人
暮
ら

し
に
も
Ｏ
Ｋ
が
出
る
だ
ろ
う
と
。

Ｑ
．
鳥
取
大
学
は
ど
ん
な

大
学
で
す
か
？

平
岡　

私
は
漠
然
と
農
学
部
で
食

品
の
研
究
を
し
よ
う
と
入
学
し
ま

し
た
が
、
入
学
し
て
か
ら
の
選
択

肢
が
多
く
て
助
か
り
ま
し
た
。

１
・
２
年
生
で
幅
広
く
教
養
を
学

ぶ
こ
と
で
、
次
第
に
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
頃
は
教
養
っ
て

何
？
っ
て
思
い
な
が
ら
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
熱
中
し
た
り
、
友
達
と
雨

滝
に
行
っ
た
り
、
足
湯
に
入
っ
た

り
。
こ
の
２
年
間
が
私
に
と
っ
て

は
貴
重
な
自
分
探
し
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
足
湯
は
今
で
も
行
き

ま
す
よ（
笑
）。

寺
谷　

僕
も
雨
滝
と
か
足
湯
に
行

き
ま
す
よ
。
都
市
部
に
あ
る
大

Ｑ
．
鳥
取
大
学
を
選
ん
だ

理
由
は
？

平
岡　

高
校
時
代
は
文
系
で
し

た
。
文
系
で
し
た
が
、
食
べ
物
に

興
味
が
あ
っ
て
、
食
品
の
研
究
を

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
農

学
部
の
受
験
を
決
め
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
関
西
に
は
農
学
部
の
あ
る

大
学
は
限
ら
れ
て
い
て
。
鳥
取
大

学
の
農
学
部
は
歴
史
も
あ
る
し
こ

こ
に
決
め
ま
し
た
。

森
田　

両
親
が
住
ん
で
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
松
江
♡

（
L
O
V
E
）
だ
っ
た
ん
で
す
。

教
育
系
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
島
根
大
学
に
進
学
す
る
つ

も
り
で
し
た
。
そ
の
下
見
で
松
江

に
行
っ
た
帰
り
、
た
ま
た
ま
鳥
取

に
立
ち
寄
っ
た
ら
、
鳥
取
の
素
朴

さ
、
田
舎
ら
し
さ
に
ハ
マ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
町
づ
く
り
に
興
味

が
あ
っ
た
の
で
、
地
域
学
部
を
知

り
こ
こ
し
か
な
い
と
。
同
級
生
か

ら
は
島
根
じ
ゃ
な
い
の
？
っ
て

（
笑
）

寺
谷　

航
空
機
に
興
味
が
あ
っ

て
、
航
空
機
に
関
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
実
は

航
空
機
の
専
門
学
校
に
進
学
が
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
両
親
か

ら
先
々
の
こ
と
を
考
え
て
大
学
に

進
学
し
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ
、

し
ま
し
た
。
雨
滝
も
足
湯
も
、
教

養
も
全
て
が
自
分
の
糧
に
な
る
ん

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

寺
谷　

一
番
頑
張
っ
た
の
は
「
落

研
」
（
落
語
研
究
会
）
で
す
。
寄

席
で
は
風
紋
亭
連
打
（
だ
だ
だ
）

と
し
て
、
就
職
活
動
で
も
ど
こ
で

ボ
ケ
よ
う
か
と（
笑
）。ま
た
渉
外

担
当
だ
っ
た
の
で
地
元
の
方
の
電

話
番
号
で
携
帯
の
ア
ド
レ
ス
帳
は

メ
モ
リ
が
足
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
今
で
も
携
帯
に
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
す
。
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
工
学
部
で
は
自
動
車
・
航

空
機
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
各
種
機
械
な

ど
幅
広
く
基
礎
知
識
を
学
び
、
そ

の
応
用
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
陰
で
就
職
は

航
空
機
関
連
の
企
業
に
決
ま
り
ま

し
た
。

森
田　

地
域
学
は
、
自
分
が
突
き

詰
め
た
い
こ
と
が
テ
ー
マ
に
な
り

ま
す
。
僕
の
場
合
は
町
づ
く
り
で

す
が
、
行
政
シ
ス
テ
ム
・
都
市
計

画
・
商
売
等
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
関

係
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
２
年
生
ま

で
の
教
養
が
す
ご
く
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。
幅
広
い
知
識
を
修
得
す

る
こ
と
で
安
心
し
て
専
門
課
程
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
方
言
の
講
義
と
か
面

白
か
っ
た
で
す
よ
。
今
は
中
山
間

地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
が

面
白
く
て
。

森
口　

今
年
１
年
は
と
に
か
く

し
っ
か
り
基
礎
と
教
養
を
身
に
つ

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
米
子
の
様
子

が
わ
か
り
、
よ
り
そ
の
想
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
検
査
技
師
は
医

療
機
器
を
扱
い
ま
す
が
、
そ
こ
に

は
患
者
と
い
う
「
人
」
が
必
ず
い

ま
す
。
専
門
知
識
だ
け
で
接
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
想

い
で
自
分
な
り
の
時
間
割
を
作
る

と
、
高
校
ま
で
の
時
間
割
っ
て
何

だ
っ
た
の
か
な
？
と
思
い
ま
す

ね
。

Ｑ
．
鳥
取
の
こ
と

街
・
暮
ら
し

森
口　

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
だ

し
、
鳥
取
で
は
す
ご
く
不
便
な
生

活
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
訪
れ
る
と
、
見
え
る
も
の
、
聞

こ
え
る
こ
と
全
て
が
以
前
と
違
う

形
で
自
分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
が

鳥
取
大
学
で
す
。

森
口　

新
課
程
で
不
安
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
大
学
は
高
校
ま
で

に
学
ん
だ
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
新
た

な
知
識
を
身
に
付
け
る
所
で
す
。

鳥
取
大
学
は
先
生
と
の
距
離
も
近

い
し
、
是
非
鳥
取
大
学
で
新
た
な

挑
戦
を
し
て
く
だ
さ
い
。



大
学
院
医
学
系
研
究
科
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
医
師
・
歯
科
医
師
を
対
象
と
し
た
人
材

養
成
」
に
お
い
て
、『
重
症
児
の
在
宅
支
援

を
担
う
医
師
等
養
成
』
と
い
う
事
業
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
内
容
は
、重
症
児
が
家
族
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
す
。重
症
児
診
療
に
必
要
な
高
度
な
医
学
的

知
識
と
診
療
技
能
の
習
得
、多
職
種・多
機
関

と
連
携
で
き
る
人
材
養
成
を
し
ま
す
。ま
た
、

重
症
児
の
病
態（
神
経
生
理
、呼
吸
生
理
、代

謝
等
）を
理
解
し
、在
宅
医
療
に
必
要
な
医
療・

福
祉・行
政
制
度
に
習
熟
し
た
小
児
科
医
を
養

成
す
る
た
め
、
新
た
に
大
学
院
に
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム・コ
ー
ス
を
設
置
し
、受
入
開
始
時
期
は
、

平
成
27
年
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
大
型
公
募
事
業
「
革
新
的

バ
イ
オ
医
薬
品
創
出
基
盤
技
術
開
発
事
業（
技

術
開
発
課
題
B
）」
に
、
染
色
体
工
学
研
究
セ

ン
タ
ー 

香
月
康
宏
助
教
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
染
色
体
工
学
技
術
を
用
い
た
ヒ
ト
抗
体

産
生
ラ
ッ
ト
の
作
製
」
が
中
国
地
方
で
は
唯
一

採
択
さ
れ
ま
し
た
。（
研
究
期
間
：
５
年
間
）

本
事
業
は
、
我
が
国
の
バ
イ
オ
医
薬
品
の

国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
バ
イ
オ
医

８
月
27
日
、
豊
島
学
長
を
は
じ
め
、
学
生

及
び
教
職
員
が
鳥
取
砂
丘
の
除
草
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

鳥
取
砂
丘
で
は
、
近
年
外
来
の
雑
草
が
繁

茂
し
、
砂
の
移
動
が
減
少
し
て
美
し
い
風
紋

が
見
ら
れ
に
く
く
な
っ
た
り
、
砂
丘
本
来
の

美
し
い
景
観
を
損
ね
た
り
す
る
な
ど
、
砂
丘

の
草
原
化
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
の
問
題
の

解
決
の
た
め
、
鳥
取
砂
丘
景
観
保
全
協
議
会

が
県
民
に
呼
び
か
け
て
平
成
16
年
度
か
ら
始

め
た
も
の
で
す
。
鳥
取
大
学
は
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
雑
草
が
発
芽
・
成
長
す
る
夏
の

後
半
の
時
期
に
毎
年
度
参
加
し
て
い
ま
す
。

約
１
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
鳥
取

砂
丘
の
美
し
い
景
観
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
、
根
の
深
い
雑
草
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、

８
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、

「
鳥
取
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
４
夏
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

８
月
２
日
は
地
域
学
部
及
び
工

学
部
（
い
ず
れ
も
鳥
取
キ
ャ
ン
パ

ス
）
並
び
に
医
学
部
（
米
子
キ
ャ

ン
パ
ス
）
で
、
３
日
は
農
学
部
（
鳥

取
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
様
々
な
企
画
を

催
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
２
３
０
０
人

を
超
え
る
高
校
生
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

高
校
生
向
け
講
演
と
保
護
者
対

象
懇
談
会
で
は
参
加
者
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
在
学
生
が
引
率
す
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
入
試
過
去
問

題
の
閲
覧
や
学
生
生
活
の
相
談
が

で
き
る
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
リ
ス
ニ
ン
グ
体
験

や
留
学
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー

は
い
ず
れ
も
盛
況
で
し
た
。
各
学

部
が
実
施
し
た
模
擬
授
業
や
施
設
・

研
究
室
見
学
で
は
、
参
加
者
が

興
味
津
々
の
様
子
で
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

教
職
員
及
び
在
学
生
が
協
力
し

て
、
企
画
に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら

し
、
鳥
取
大
学
の
魅
力
や
雰
囲
気

を
十
分
に
体
感
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

約
１
時
間
の
作
業
で
担
当
エ
リ
ア
の
除
草
を

終
え
ま
し
た
。
そ
の
量
は
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分

に
も
な
り
ま
し
た
。

学
生
、
教
職
員
が
鳥
取
砂
丘
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

F
U
M
O
N
-N
E
W
S

F
U
M
O
N
-N
E
W
S

８
月
30
日
か
ら
31
日
に
開
催
さ
れ
た

Japan Steel Bridge Com
petition2014

（JSBC

：
日
本
鋼
橋
模
型
製
作
競
技
会
）
で

鳥
取
大
学
工
学
部
学
生
チ
ー
ム
が
架
設
部
問

第
２
位
、
構
造
部
門
優
勝
、
総
合
部
門
優
勝

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

JSB
C

は
、
学
生
自
身
が
自
ら
の
力
で
橋

梁
の
設
計
、
製
作
と
架
設
を
行
い
、
も
の
づ

く
り
の
真
の
楽
し
さ
を
経
験
す
る
競
技
会
で

す
。
第
５
回
目
と
な
っ
た
今
年
の
大
会
は
、

大
阪
市
立
大
学
で
開
催
さ
れ
、
20
チ
ー
ム

（
17
大
学
・
高
等
専
門
学
校
２
校
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
４
月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
わ
ず
に
構
造
計
算
と
製
図
を
行
っ
た
り
、

橋
梁
形
状
及
び
形
式
の
選
択
、
詳
細
設
計
を

実
施
し
た
り
、
大
学
内
の
も
の
づ
く
り
工
場

で
橋
梁
部
材
の
加
工
・
製
作
を
行
な
う
な
ど
、

大
会
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
年
前
の
初
出
場
か
ら
目
指
し
て
い

た
総
合
優
勝
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

10
月
12
日
、
風
紋
祭
（
大
学
祭
）
の
開
催

に
あ
わ
せ
、
鳥
取
大
学
学
友
会
と
の
共
催
に

よ
り
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
4
を
開

催
し
ま
し
た
。
2
0
1
2
年
に
続
き
、
2
回

目
の
開
催
で
す
。

は
じ
め
に
、
工
学
部
卒
業
生
で
現
在
、
日

東
電
工
株
式
会
社
代
表
取
締
役
取
締
役
会
長

で
あ
る
柳
楽
幸
雄
氏
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ

チ
ト
ッ
プ
™
戦
略
～
新
社
会
人
へ
期
待
す
る

こ
と
～
」
と
題
し
講
演
さ
れ
、
各
学
部
同
窓

生
、
教
職
員
、
学
生
合
わ
せ
て
約
2
0
0
名

が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講
演
の
途
中
で
は
、

同
社
の
製
品
で
あ
る
偏
光
板
を
用
い
た
科
学

実
験
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。続

い
て
会
場
を
大
学
会
館
食
堂
に
移
し

て
、ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、

参
加
者
ら
は
各
テ
ー
ブ
ル
で
旧
交
を
暖
め
あ

い
、
学
部
や
世
代
を
超
え
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
中
に
は
地

域
学
研
究
科
修
了
生
の
小
倉
知
子
氏
（
声
楽

家
）
と
仙
田
真
帆
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
見
事
な
演

奏
に
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
後
に
は
、
鳥
取
キ
ャ
ン
パ
ス

の
特
色
あ
る
研
究
施
設
や
乾
燥
地
研
究
セ
ン

タ
ー
の
見
学
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、参
加
者
に
、

現
在
の
鳥
取
大
学
を
じ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
セ

ン
タ
ー
で
は
「
写
真
で
見
る
鳥
取
大
学
の
あ

ゆ
み
展
」
や
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
席
が
設
け

ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

薬
品
の
創
出
に
関
す
る
先
端
的
技
術
を
有
す

る
機
関
に
対
し
て
、
製
薬
企
業
が
抱
え
る
技

術
的
課
題
の
解
決
や
世
界
初
の
革
新
的
な
次

世
代
技
術
の
創
出
を
委
託
す
る
も
の
で
、
96

の
審
査
対
象
課
題
の
う
ち
、
18
課
題
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
本
事
業
は
各
省
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
医
薬
品
創
出
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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F UMON -N EWS 大学の動き

工
学
部
学
生
が
日
本
鋼
橋
模
型
製
作
競
技
会
で
優
勝
！

文
部
科
学
省
の
「
課
題
解
決
型
高
度
医
療
人
材
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

文
部
科
学
省
の
「
革
新
的
バ
イ
オ
医
薬
品
創
出
基
盤
技
術
開

発
事
業
」
に
採
択

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催

F
U
M
O
N
-N
E
W
S

F
U
M
O
N
-N
E
W
S

F
U
M
O
N
-N
E
W
S

F
U
M
O
N
-N
E
W
S

F UMON -N EWS大学の動き



鳥
取
大
学
の
統
合
移
転
は
日
本
で
初

め
て「
建
築
交
換
方
式
」
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
事
と
、
か
つ
て
例
の
な
い
短
期
間
で

移
転
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
「
鳥
取
方

式
」
と
い
う
新
し
い
言
葉
を
生
み
ま
し

た
。
鳥
取
方
式
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
移
転
に
は
「
鳥
取
大
学
統
合
移
転
対

策
協
議
会
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
地
元
関
係
者

（
湖
山
町
民
、
土
地
所
有
者
、
学
識
経
験

者
）
で
民
主
的
に
設
立
さ
れ
、
地
元
の

代
表
機
関
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

協
議
会
が
鳥
取
大
学
を
は
じ
め
、
関

係
各
所
と
折
衝
し
、
土
地
価
格
の
設
定

や
登
記
書
類
の
判
子
取
り
、
代
金
支
払

な
ど
も
行
っ
た
の
で
、
通
常
土
地
の
取
得

だ
け
で
数
年
も
か
か
る
と
さ
れ
る
移
転

が
、
決
定
か
ら
一
年
四
个
月
後
に
は
整
地

作
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

鳥
取
大
学
の
統
合
移
転
は
、「
湖
山

町
を
学
園
都
市
に
」
と
い
う
想
い
に
よ

る
地
元
3
3
0
余
名
に
よ
る
土
地
提
供

や
、
関
係
者
の
並
々
な
ら
な
い
ご
尽
力

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
す
。

現
在
湖
山
池
を
望
ん
で
立
つ
鳥
取
大

学
の
英
姿
は
、
多
く
の
人
々
の
善
意
と

努
力
の
結
晶
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
鳥

取
大
学
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
の
大
き
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

※
建
築
交
換
方
式
と
は
？

県
は
国
が
売
り
払
う
大
学
の
跡
地
、

建
物
等
財
産
を
購
入
し
、
そ
の
財
産
購

入
価
格
に
見
合
う
大
学
建
物
を
建
設
し

大
学
に
提
供
す
る
も
の
。
国
立
学
校
特

別
会
計
法
適
用
第
1
号
と
な
っ
た
。

出
典
：
「
鳥
取
大
学
30
年
史
」

　
　
　

「
湖
山
の
あ
け
ぼ
の
」

　
　
　

「
鳥
取
大
学
統
合
移
転
誌
」

図書館所蔵資料の紹介 大型コレクション
鳥取大学附属図書館には、大型コ

レクションとして購入した資料が６件
あります。大型コレクションとは、個々
の大学図書館１館では購入できない
高額な資料を、文部科学省から特別
に予算処置を受け、全国共同利用図
書として提供している資料です（大き
な本ばかりのコレクションという意味
ではありません）。いずれも学術的に
貴重なものであり，教育研究に役立
つものです。利用される場合はカウン
ターに申し出てください。

本学の所蔵資料は以下のとおりです。

百叢書集成 世界センサス集成（アジア）

コレクション名 内　　　　　　容 取得年
百部叢書集成
（リプリント）

宋より清に至る主要な叢書。中国人の思考
の成果を記述した書物の集大成 昭和54年

コロンビア大学教育学叢書
（リプリント）

20世紀前半の米国教育制度の全貌を鳥瞰で
きる貴重な文献 昭和56年

Gazette des Beaux - 
Arts．

フランスの美術雑誌で、西洋美術史研究はも
とより、広く美術研究全般に不可欠の雑誌 昭和61年

世界センサス集成（アジア）
（マイクロフィルム）

アジア25か国の一般人口統計、所得統計等
を収録 平成 6年

ランドルト－ベルンシュタイン
科学・技術数値データ集

精密な数値データ表として国際的な評価を
得ている世界的に有名な定数表 平成 7年

エンブレム（寓意図像集）
関係コレクション

16世紀から18世紀にかけて刊行されたエン
ブレム関係図書 平成14年
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棟
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
読
ん
で

く
だ
さ
い
。
今
後
は
配
布
場
所
を
学

外
に
も
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
年
風
紋
祭
で
は
特
別
号

を
発
行
し
ま
す
が
、
去
年
は
2
0
0

ペ
ー
ジ
を
超
え
、
分
冊
に
し
て
発
行

し
ま
し
た
。
そ
の
編
集
作
業
の
大
変

さ
と
い
っ
た
ら
、
授
業
よ
り
も
き
つ

か
っ
た
で
す
ね（
笑
）。
で
も
こ
の
工

程
が
あ
る
か
ら
、
他
の
作
品
に
触
れ

学
ぶ
こ
と
・
気
付
く
こ
と
も
多
い
で

す
。今

は
デ
ジ
タ
ル
が
主
流
で
映
像
の

時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
文

章
を
読
む
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い

知
識
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
な
に
よ

り
想
像
力
も
豊
か
に
な
り
ま
す
よ
。

サークル紹介 文芸部

小
説
好
き
か
ら
詩
・
俳
句
ま
で
多

彩
な
部
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

部
員
数
は
20
名
。
男
性
13
名
・
女

性
７
名
で
す
。
新
入
生
は
男
性
３

名
・
女
性
３
名
で
す
。
高
校
時
代

か
ら
文
芸
部
だ
っ
た
り
、
大
学
受

験
が
終
わ
っ
て
た
ま
た
ま
読
ん
だ

小
説
が
き
っ
か
け
で
入
部
し
た
部

員
も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向

が
様
々
で
す
か
ら
、
話
題
が
噛
み

合
わ
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に

自
分
の
知
ら
な
い
作
品
か
ら
刺
激

を
受
け
た
り
、
こ
の
多
彩
さ
が
文

芸
部
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。　

活
動
の
中
心
は
リ
レ
ー
小
説
や

企
画
小
説
を
掲
載
し
た
季
刊
誌

「
ぺ
ら
ぺ
ら
」
の
発
行
で
す
。
季

刊
と
は
い
え
部
会
を
週
１
回
持
た

な
い
と
執
筆
の
振
り
分
け
か
ら
編

集
・
校
正
作
業
と
工
程
は
山
積
み

で
す
。
そ
の
上
〆
切
を
守
ら
な
い

と
か
、
専
門
外
の
テ
ー
マ
だ
か
ら

書
き
た
く
な
い
と
か（
笑
）、
色
々
苦

労
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は

活
字（
文
章
？
）が
好
き

な
仲
間
の
集
ま
り
で

す
。い
つ
も
出
来
上

が
り
が
楽
し
み
で

す
。興
味
あ
る
方

は
、
食
堂
前
や
図

書
館
、
共
通
教
育

シ
リ
ー
ズ 

〜
鳥
取
大
学
の
歴
史
〜かつては一面田畑だった

（赤線内が大学敷地）

整備が進む学舎
（2）

部長 大石橋
 拓
た く や

也さん（右
）

（農学部
２年生）

元部長 船積
 正
まさひろ

裕さん（左
）

（農学部
４年生）

学生広報スタッフが活動を開始！
学生広報スタッフとは、学生の視点や発想を生かして、鳥取大学の広報活動をサポートするボランティアスタッフです。
広報誌の作成や、グッズのプロデュース等を通して大学を積極的にPRしていきます。今年度から公募により活動を開
始し、3名の学生でスタートしました。スタッフの仕事第1弾として、鳥大説明書「トリせつ」を創刊しました。
　これからの学生広報スタッフの活動にご期待ください！

◀左から山谷さん、
　小谷さん、冨森さん
　（いずれも地域学部 3 年生）

広
報
企
画
室
へ
連
絡
を
！

学
生
の

み
な
さ
ん
！
興
味
の

あ
る
方
は

広報企画室連絡先
☎0857-31-5550

ge-kouhou＠adm.tottori-u.ac.jp



表紙題字：住川英明（地域学部）

〒680-8550鳥取市湖山町南4-101
TEL：0857-31-5006　FAX：0857-31-5018
［ E - m a i l ］toridai-kouhou@adm.tottori-u.ac.jp
［ホームページ］http://www.tottori-u.ac.jp

2014年11月発行　編集発行／広報委員会広報誌編集専門委員会

　見吉晴（委員長・工学研究科）
山下博樹（地域学部）
西村正広（医 学 部）

塩　一郎（工学研究科）
遠藤常嘉（農 学 部）

山岸大輔（産学・地域連携推進機構） 西尾瀧雄（総 務 課）
上野耕平（大学教育支援機構）

入学試験 TEL0857-31-5061 研究・産官学連携 TEL0857-31-5608 公開講座・社会貢献 TEL0857-31-6777
学生・学生生活 TEL0857-31-5053 授業料納入 TEL0857-31-5029 学生就職関係 TEL0857-31-5456

その他はホームページ www.tottori-u.ac.jp/ask をご覧ください。

鳥取大学に
関する

お問い合せ先

編
集
後
記

風紋はバックナンバー全てを、鳥取大学ホームページでご覧いただけます。 www.tottori-u.ac.jp/fumon鳥取大学広報誌 検索

サイエンス・アカデミーのご案内
申込不要・受講料無料

風紋読者アンケートにご協力ください。WEB上で回答できます。
「風紋」の記事内容について、日々集まる皆様からの貴重なご意見を活用し、地域に身近で知的な情報誌となるよう努力してまいります。

■日　時／毎月第２・第４土曜日　10:30～12:00
■会　場／鳥取県立図書館 ２階大研修室
　　　　　（鳥取市尚徳町101）

■テーマ／『鳥取大学の地域貢献』シリーズ（12～1月）
12月13日㈯ 鳥取大学地域支援事業
　　　　　　～境港市との連携による水産分野での取組み～
1月10日㈯ 「鳥取砂丘学」の開講
1月24日㈯ 鳥取砂丘オアシスの発生消滅の謎を探る

　　　　　　―オアシスの水はどこから来てどこへ行くのか？―

■テーマ／『大学発ベンチャー ～大学の知を社会へ～』
　　　　　シリーズ（2～3月）
2月14日㈯ 「ファインドパース㈱の事例について」
3月14日㈯ 「㈱楽人の事例について」
3月28日㈯ 「日本トリップ有限責任事業組合の

　　　　　　　事例について」
問い合せ：鳥取大学 研究・国際協力部
　　　　　社会貢献課 TEL 0857-31-6777

■日　時／
■会　場／
　　　　　

■テーマ／
12月13日
　　　　　　

風紋祭を行いました
in 鳥取キャンパス

10月11日から13日まで3日間にわたり、第50回風紋祭が開催されました。今年は節目となる
50回目を迎え「繋～hundred/２～」をテーマに各種イベントや展示等が行われました。

台風も心配されておりましたが、3日目以外は天候にも恵まれ、多くの来場者でにぎわいました。

今
夏
、
全
国
各
地
に
お
い
て
大
雨

等
に
よ
る
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
、
一
日

も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
さ

れ
る
こ
と
を
、
衷
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

雨
は
、時
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら

し
て
し
ま
い
ま
す
。世
界
に
目
を
向
け

れ
ば
、雨
が
非
常
に
少
な
く
、干
ば
つ

に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
地
域
も

多
く
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
本
号
が
発
行
さ
れ
る

頃
、
鳥
取
市
福
部
町
に
行
く
と
、
赤

紫
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
よ
う
な
、

き
れ
い
な
ら
っ
き
ょ
う
の
花
が
、
砂

丘
畑
一
面
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
様
子

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
か
つ
て

は
農
業
不
適
地
で
あ
っ
た
砂
丘
地
は
、

農
学
部
附
属
砂
丘
利
用
研
究
施
設
の

研
究
に
よ
っ
て
農
業
生
産
地
へ
と
導

か
れ
、
今
で
は
、
ら
き
ょ
う
、
な
が

い
も
、
白
ね
ぎ
な
ど
が
生
産
さ
れ
、

鳥
取
を
代
表
す
る
特
産
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
鳥
取

砂
丘
に
お
け
る
研
究
成
果
を
礎
に
、

乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
世
界

の
乾
燥
地
研
究
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

雨
量
の
多
い
鳥
取
の
地
か
ら
、
雨
量

の
少
な
い
乾
燥
地
域
の
方
々
に
対
し

て
、
技
術
と
知
の
発
信
を
し
続
け
て

い
ま
す
。

読
者
の
中
に
は
、
毎
年
、
春
先
に

や
っ
て
く
る
黄
砂
の
影
響
で
喘
息
や

気
管
支
炎
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
乾
燥

地
で
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
問
題
解

決
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
方
々
の
生

活
を
改
善
す
る
と
同
時
に
、
私
た
ち

の
生
活
も
改
善
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
さ
ら
に
、

人
為
的
な
影
響
に
よ
る
気
候
変
動
が

顕
在
化
し
て
お
り
、
今
後
も
、
乾
燥

地
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
が
、

さ
ら
に
世
界
各
地
で
注
目
さ
れ
続
け

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
号
も
「
風
紋
」
を
お
読
み
下
さ

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
T
E
）


